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留萌市議会

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
を
開
催

留
萌
の
未
来
に
つ
い
て
市
民
49
人
が
意
見
を
交
わ
す

　

留
萌
市
議
会
で
は
、「
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
・
開
か
れ
た
議
会
」「
市
民

参
加
の
機
会
の
拡
充
」「
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
」
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
、
平
成
26
年
か
ら
「
市
民

と
議
会
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
８
月
９

日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ー
と
ふ

る
を
会
場
に
、「
か
ず
の
子
条
例
制
定

に
向
け
て
」「
第
６
次
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
て
」
の
２
テ
ー
マ
で
開
催

し
、
市
民
49
人
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
か
ず
の
子
条
例
制
定
に
向
け
て
」

で
は
、５
月
５
日
が「
か
ず
の
子
の
日
」

に
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
か
ず
の
子

の
生
産
日
本
一
を
誇
る
留
萌
と
し
て
、

新
た
な
消
費
拡
大
を
促
進
し
よ
う
と
、

留
萌
市
議
会
議
員
に
よ
る
条
例
制
定

に
向
け
た
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と

の
説
明
を
行
い
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　
「
第
6
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

て
」
で
は
、
マ
チ
づ
く
り
の
最
も
基

本
と
な
る
計
画
で
あ
る
「
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
テ
ー
マ
別
に

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
今
後

10
年
間
の
留
萌
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
テ
ー

マ
別
の
主
な
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
い
た
だ
い
た
全
て
の

ご
意
見
な
ど
は
、
留
萌
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://rum

oishigikai.
hokkaido.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
に

対
し
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
で
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
一部
抜粋

【テーマ①】 まちのにぎわい、商店街の魅力づくり
●マチのにぎわいを目指すのであれば、各
団体同士の連携が大事ではないか。「仕
掛け方」によって、マチににぎわいがで
ると思う。土・日曜日にシャッターを閉
めるのではなく、協力し合いながら、知
恵を出し合い、労力を惜しまないことが
大事だと思う。
●留萌の「食べ物」は、全道や全国と比べ
ても負けないと思う。もっと留萌を PR
することが必要ではないか。

【テーマ②】 老後の暮らし
●町内会活動やコミュニティ活動を活発に
し、高齢者が外に出かけやす
い環境をつくってあげては
どうだろうか。
●独居の不安や認知症の不安
がある。これらは大きな問題
である。
●留萌市内には約140 の町内会があるの
で、コミュニケーションを図れる場や機
会を作るのが重要ではないか。

【テーマ①】 観光・交流人口
●留萌産ななつぼしなどは、全
国的にみても美味しい米では
あるが、他地域にも美味しい
米は多くある。それだけでは
観光客を呼ぶのは難しい。唯
一留萌管内で作られる小麦「ルルロッソ」
が留萌らしさの売りとなる。

●鉄道の跡地を、海岸線の景色を楽しみな
がら走ることのできる公認のマラソン
コースとして活用し、道内外に発信する
ことで、参加選手やその家族の宿泊など
が期待できるのではないか。
テーマ② 障がい者福祉
●障がいがあることにより、働く意思が
あっても働くことができない人がいるの
で、働くことができる場や条件を整備す
ること、施設に通いやすい方法を考える
必要があるのではないか。

●障がい者福祉団体が取り組んでいる内容
を具体的に知らせることも、障がいを持
つ方に対する優しいマチづくりだと思
う。

テーマ①子育て支援
●市には、障がい児のグループホームや養護学校
などがないため、中学校卒業後は留萌市から離
れなければならない。障がい児・障がい者対策
に取り組んでほしい。
●留萌市内で働きたいと願う若者は多
いと聞くが、働く場所がない。企業
や市役所の積極的な対応を望む。
●子育てをしながら、保護者が就労で
きる環境を整えてほしい。

●子どもたちが将来地元で働くイメージを膨らま
せることができるよう、中高生を対象に行って
いるインターンシップや職業体験の機会を増や
すことに対する協力をお願いしたい。
テーマ② 信頼される地域医療
●他地域の専門病院では、受付時に
携帯電話が渡され、順番が来ると
呼び出してくれるなど、プライバ
シーへの配慮がある。

●遠隔地医療として、高齢者が ICT（情
報・通信に関する技術）などを利
用し、ボタンを押すことで、画面を通じて医師
とやりとりできるようなシステムを望む。

●全国的にも珍しい「健康の駅」を核としたマチ
づくりを、さらに推し進めることが大切なので
はないか。
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み
込
ん
で
い
る
。
延
長
約
13
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
送
水
管
の
整
備
は
平

成
29
・
30
年
度
の
２
カ
年
で
取
水
・

導
水
を
含
め
た
大
ま
か
な
基
本
計

画
を
作
り
、
概
算
の
必
要
費
用
を

算
出
す
る
。

問
一　

経
済
の
活
性
化

　

市
の
経
済
分
析
か
ら
、
水
産
加

工
業
に
続
き
、
外
貨
を
獲
得
し
、

雇
用
増
と
地
域
経
済
活
性
化
に
期

待
が
持
て
る
産
業
は
何
か
。
地
域

循
環
経
済
の
理
念
を
実
現
さ
せ
る

問
一　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
　

福
祉
避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答
一　

福
祉
避
難
所
は
、
避
難
が

長
期
化
し
た
場
合
に
、
避
難
行
動

要
支
援
者
の
対
応
も
含
め
、
特
に

介
護
支
援
が
必
要
と
な
る
方
を
対

象
と
し
た
避
難
所
で
あ
り
、
そ
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
を

含
む
医
療
や
介
護
、
相
談
な
ど
の

支
援
策
が
十
分
に
対
応
で
き
る
福

祉
関
係
施
設
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
現
在
対
応
で
き
る
施
設

と
の
協
定
は
結
ん
で
い
な
い
が
、

協
議
を
進
め
る
。

問
二　

水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

今
後
の
水
道
送
水
管
整
備
な
ど

の
計
画
を
伺
う
。

答
二　

留
萌
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
調
査
を
含
め
て
中
期
計
画
に
組

産
業
振
興
基
本
条
例
を
策
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
一　

次
の
産
業
は
、
商
工
会
議

所
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て

判
断
し
た
い
。
産
業
振
興
基
本
条

例
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
。

問
一　

不
測
の
コ
ス
ト
対
策

　

危
険
空
き
家
数
は
今
後
も
増
大

し
て
い
く
と
予
想
す
る
。
行
政
代

執
行
の
法
的
準
備
や
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
下
地
と
し
た
立
地
適
正

化
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
の
不
納
欠
損
額

の
見
通
し
と
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
二　

空
家
等
対
策
計
画
の
中
で

行
政
代
執
行
を
規
定
す
る
。
立
地

適
正
化
計
画
は
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
併
せ
て

検
討
す
る
。
不
納
欠
損
額
は
減
少

し
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
が
、

今
後
も
適
正
な
収
納
業
務
を
進
め

て
い
く
。

問
一　

合
宿
誘
致
事
業
に
つ
い
て

　

３
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
可
能

性
研
究
事
業
の
課
題
と
成
果
を
伺

い
た
い
。
今
後
、
音
楽
合
宿
に
特

化
し
て
い
く
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
と
の
一
本
化
で
進
め
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
音
楽
合
宿
の
実
施
団

体
か
ら
、
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
何
か
。
合
宿
事
業
を
継
続
す
る

場
合
に
は
、
市
民
に
周
知
と
理
解

が
必
要
だ
と
思
う
が
考
え
を
伺

う
。

答
二　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
は
、
競
技

力
の
向
上
と
指
導
力
の
向
上
、
経

済
効
果
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
課

題
と
し
て
は
、
安
価
な
宿
泊
先
の

確
保
な
ど
が
あ
る
が
、
留
萌
な
ら

で
は
の
合
宿
誘
致
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。音
楽
合
宿
に
特
化
せ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
も
含
め
て
、
現
状
で
可

能
な
合
宿
誘
致
を
考
え
て
い
る
。

　

新
た
な
財
源
確
保
や
会
場
使
用

料
、
継
続
的
な
運
営
体
制
に
関
す

る
意
見
を
も
ら
っ
た
。
平
成
29
年

度
予
算
編
成
に
向
け
、
継
続
的
な

運
営
支
援
に
つ
い
て
早
急
に
判
断

し
た
い
。
合
宿
事
業
の
効
果
な
ど

を
含
め
、
目
的
を
市
民
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
広
報
活
動
に
努
力
し

て
い
く
。

問
一　

安
心
し
て
住
め
る
マ
チ
に

　

自
立
可
能
と
判
定
さ
れ
る
高
齢

者
に
対
し
、
通
所
型
生
き
が
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。
市
内
に
銭
湯
が
な
い
の

で
「
入
浴
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
先
行

し
て
実
施
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

福
祉
政
策
と
し
て
、
袋
小
路
の
除

排
雪
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
で
き
な
い
か
。

答
一
、
他
の
自
治
体
の
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取
り
組
み

を
調
査
研
究
し
た
い
。
除
排
雪
に

平
成
28
年 

第
３
回
定
例
会

問
一

答
一

答
一
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問
二

答
二

▲留萌市水道ビジョン

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

澤
井
　
篤
司
　
議
員（

萌
政
会
）

問
一

答
一

▲留萌市：地域産業・雇用創造チャート

問
二

答
二

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

問
一

▲公民館で昼食をとる音楽合宿高校生

戸
水
美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一

答
一

　目的・定義・理念のほかに生産者や
加工業者、市民、市の役割について定
めています。また、学校給食の食材と
して優先的に利用することや国内外へ
の広報活動に努めることを全９条で定
めています。

　「かずの子はお正月」という高級食材のイメージがあ
りますが、普段の食卓にも並んでほしいと思います。
　価格の問題や手軽なかずの
子料理の開発、普及を進める
施策に取り組みますので、市
民の皆さんのご協力をお願い
いたします。

市民の皆さんへの協力のお願い
　「留萌市かずの子条例」
の精神は、条例の制定を
きっかけに、留萌市の地
場産業の振興と地域内の
経済循環への波及効果が
生まれることを期待して
制定されました。

　生産者や加工業者、飲食店業者、市民の
関係強化を図るため、市と市議会は、新し
い取り組みが生まれるように関係団体との
連携に力を注ぎます。また、かずの子の消
費拡大、交流人口拡大のための施策を推進
します。
　さらに、生産者・加工業者と市民が連携
を図り、食育の向上を目指します。

るもいの「かずの子」を応援しよう！るもいの「かずの子」を応援しよう！

「留萌市かずの子条例」が
 制定されました！

「留萌市かずの子条例」が
 制定されました！

市民の皆さんへの協力のお願い

　生産者や加工業者、飲食店業者、市民の
関係強化を図るため、市と市議会は、新し
い取り組みが生まれるように関係団体との
連携に力を注ぎます。また、かずの子の消
費拡大、交流人口拡大のための施策を推進
します。
　さらに、生産者・加工業者と市民が連携
を図り、食育の向上を目指します。

留萌市や事業者、留萌市議会の取り組みは？

りますが、普段の食卓にも並んでほしいと思います。

▲かずの子を利用した給食を試食しました▲かずの子を利用した給食を試食しました

留萌市かずの子条例ってどんな条例？

　かずの子の消費拡大と地産地消の推進、地域経済の活性化、郷土
愛の醸成などを目的として６月に「かずの子条例制定検討委員会」
を設置し、業者や行政との協議、市民からの意見募集を経て、第３
回定例会（平成28年９月21日）において議員提案による「留萌市か
ずの子条例」が全会一致で可決しました。

　かずの子はニシンの卵で「二
親（ニシン）から多くの子が生ま
れる」と言われたことから、古く
から「子宝」「子孫繁栄」を祈るお
めでたい食材です。
　KAZUMOちゃんは、かずの子
をモチーフとしたキャラクター
で、かずの子生産量日本一のマ
チ「留萌」をPRしています稼ぐ力

雇用力

０ ２

２

４

６

８

－２－４

▲かずの子サラダ
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援
し
て
も
ら
う
た
め
に
要
請
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。

問
一　

留
萌
市
総
合
戦
略
の
見
直

し
の
予
定
に
つ
い
て

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
６
次
総

合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
総
合

戦
略
を
改
訂
す
る
の
か
。
ま
た
、

周
辺
の
自
治
体
と
の
広
域
的
な
連

携
に
よ
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組

み
や
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
一　

第
６
次
総
合
計
画
で
も
基

本
的
な
方
向
性
は
変
わ
る
も
の
で

は
な
く
、
総
合
戦
略
の
変
更
の
必

要
性
は
な
い
。
旭
川
市
や
稚
内
市

な
ど
と
連
携
し
、
広
域
観
光
や
経

済
観
光
を
通
じ
、
情
報
を
収
集
す

る
。

問
二　

除
排
雪
に
つ
い
て

　

除
排
雪
に
関
す
る
苦
情
内
容
や

課
題
の
解
決
策
は
な
い
か
。

答
二　

苦
情
で
多
い
も
の
は
、
路

面
状
況
が
悪
く
、
通
行
の
支
障
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
降
雪
量
が
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
道
路
脇
の
雪

の
量
が
多
く
、
除
雪
の
幅
が
狭
い

と
い
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討

う
一
年
今
年
度
と
同
じ
方
法
で
継

続
し
た
い
」
と
い
う
考
え
は
、
教

育
委
員
会
内
で
の
協
議
か
、
庁
内

会
議
で
の
協
議
か
、
市
長
の
個
人

的
な
お
考
え
な
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
所
管
だ
が
、
財
政
に

関
わ
る
問
題
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
考
え
を
述
べ
た
。

問
二　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
存
続
問
題

に
つ
い
て

　

留
萌
市
は
12
月
5
日
以
降
、
留

萌
本
線
の
終
着
駅
の
マ
チ
と
な

る
。
市
長
に
は
、
こ
の
沿
線
の
自

治
体
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

お
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
二　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
国
が

し
っ
か
り
支
え
な
い
と
成
り
立
た

な
い
の
で
、
国
、
国
会
議
員
に
支

し
な
が
ら
改
善
し
て
行
き
た
い
。

問
一　

稼
げ
る
マ
チ
留
萌
の
観
光

に
つ
い
て　

　

国
土
交
通
省
が
勧
め
る
「
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成
促
進
事

業
」
で
は
留
萌
市
は
道
北
ル
ー
ト

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
っ
た
。
現

在
、
道
北
ル
ー
ト
へ
の
訪
日
外
国

人
は
73
万
人
、
国
は
４
年
後
に
は

倍
増
す
る
こ
と
を
目
標
に
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
受

け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
観
光
戦
略
を
構
築
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

そ
の
戦
略
に
よ
っ
て
は
入
込
数

増
を
目
指
す
好
機
と
思
え
る
。
何

を
見
せ
、
何
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

か
検
討
し
、
成
果
目
標
設
定
を
提

示
す
る
こ
と
が
急
務
と
思
え
る
。

多
言
語
表
示
、
無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
、ガ
イ
ド
、コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
養
成
、
観
光
資
源
の
検

証
、
近
隣
で
最
も
地
名
度
の
高
い

黄
金
岬
の
活
用
そ
し
て
有
効
な

デ
ー
タ
蓄
積
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

答
一　

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会

な
ど
と
連
携
し
て
有
効
な
手
立
て

を
考
え
た
い
。

問
一　

留
萌
市
水
道
事
業
の
現
状

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

新
信
砂
浄
水
場
・
機
械
設
備
は
、

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る
。
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
と
ア
ウ
ト
・

ソ
ー
シ
ン
グ
の
可
能
性
は
。
新
信

砂
川
の
源
流
の
取
水
口
と
導
水
管

の
老
朽
化
の
対
策
と
平
成
30
年
度

の
稼
働
を
目
指
す
水
道
管
路
情
報

シ
ス
テ
ム
の
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

答
一　

浄
水
場
の
施
設
更
新
は
、

平
成
29
年
度
実
施
予
定
の
調
査
設

計
に
基
づ
き
、
実
施
す
べ
き
対
応

策
や
緊
急
性
、
優
先
順
位
を
整
理

し
、
計
画
す
る
。
ア
ウ
ト
・
ソ
ー

シ
ン
グ
は
、
そ
の
後
の
課
題
と
し

て
検
討
す
る
。
取
水
口
、
導
水
管

は
、
昭
和
26
年
か
ら
改
築
・
更
新

し
て
い
な
い
た
め
、
多
額
の
費
用

に
つ
い
て
の
課
題
や
増
毛
町
と
の

協
議
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　

水
道
管
路
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

水
道
施
設
の
竣
工
図
や
各
家
庭
の

給
水
台
帳
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
一
元
管
理
で
き
、
調
査
時
の

検
索
時
間
短
縮
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、
水
道
施
設
更
新
計
画
の
策
定

に
活
用
で
き
る
。

イ
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
外

す
こ
と
に
加
え
、
要
介
護
１
・
２

認
定
者
の
訪
問
介
護
を
サ
ー
ビ
ス

か
ら
外
そ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

　

市
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
待
機
者
97
人（
定
員
70
人)

の
救
済
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
さ

ら
に
市
長
と
し
、
国
に
対
し
介
護

サ
ー
ビ
ス
削
減
を
し
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
い
か
が
か
。

答
一　

介
護
認
定
者
は
、
今
年
の

７
月
で
要
支
援
１
と
２
が
２
９
９

人
、
要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
が

１
0
６
６
人
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
は
、
昨
年
度
実
績
で
訪
問
介

護
が
延
べ
６
0
５
４
件
、
通
所
介

護
が
４
３
０
６
件
。

　

要
請
は
、
国
会
の
情
報
を
得
な

が
ら
考
え
た
い
。
特
別
養
護
老
人

つ
い
て
は
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
や

制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
。

問
二
、
合
同
墓
の
設
置
に
つ
い
て

　

市
営
墓
地
で
継
承
者
が
不
明
の

場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
か
。
核
家
族
化
に
よ
り
、
子

ど
も
が
遠
隔
地
に
住
む
な
ど
、
墓

の
継
承
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
市

民
も
い
る
。
合
同
墓
を
市
で
も
設

置
し
て
は
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
二　

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
合
同

墓
の
設
置
を
検
討
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
に
来
て
お
り
、
検
討

し
た
い
。

問
一　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て　

　

国
は
、
要
支
援
１
・
２
の
認
定

者
が
受
け
て
い
る
訪
問
介
護
と
デ

ホ
ー
ム
の
増
設
は
厳
し
い
。

問
一　

こ
れ
か
ら
の
観
光
・
交
流

の
あ
り
方

　

今
年
６
月
に
観
光
庁
が
認
定
し

た
「
日
本
の
て
っ
ぺ
ん
。
き
た
北

海
道
ル
ー
ト
。」
は
、
国
が
目
指

す
外
国
人
観
光
客
誘
致
４
千
万
人

の
一
躍
を
こ
の
地
域
が
担
う
も
の

だ
が
、
市
の
役
割
と
新
た
な
観
光

地
経
営
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地

域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
を
担
う
法

人
）
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
一　

広
域
で
の
連
携
に
よ
り
、

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
取
り
組

み
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
進

め
た
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
考
え
方
は
重

要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
二　

公
共
施
設
の
今
後

　

今
年
５
月
に
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
、
今
後
は
施

設
情
報
や
維
持
管
理
を
一
括
し
て

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
管
理
方
法

や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
携
）
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
民
間
資
金
活
用
に
よ
る
社
会

資
本
整
備
）
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
二　

今
後
は
、
各
施
設
の
個
別

計
画
、管
理
体
制
を
検
討
し
た
い
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、

研
究
し
た
い
。

問
一　

人
口
減
少
と
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
に
つ
い
て

　

人
口
増
加
の
た
め
の
施
策
で

は
、「
自
然
増
」
と
「
社
会
増
」

と
で
は
、
ど
ち
ら
に
重
き
を
お
い

て
施
策
を
推
進
す
る
の
か
。ま
た
、

国
が
掲
げ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」
の
形
成
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
く
の
か
。
そ

し
て
、
地
域
生
活
を
支
え
る
「
小

さ
な
拠
点
」
の
形
成
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
。
課
題
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
。

答
一　
「
自
然
増
」
と
「
社
会
増
」

は
連
動
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
市

が
持
続
可
能
な
マ
チ
と
し
て
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形

成
に
は
、
公
共
施
設
な
ど
の
再
編

と
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
小
さ

な
拠
点
な
の
か
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

の
か
と
い
う
手
法
は
別
と
し
て
、

留
萌
ら
し
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
マ
チ

づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

問
一　

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

の
方
向
性
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
プ
ー
ル
が
ま
だ
開
館

し
て
い
る
９
月
に
、
議
会
や
市
民

と
議
論
を
す
る
こ
と
も
な
く
、「
も

問
一

問
二

答
二

▲多くの市民に使用されている留萌
　市営墓地

坂
本
　
　
茂
　
議
員（

無
会
派
）

▲特別養護老人ホーム

答
一

燕
　
　
昌
克
　
議
員（

萌
政
会
）

問
一

▲観光客入込数第１位の黄金岬

答
一

問
二

答
二野

呂
　
照
幸
　
議
員（

民
進
党
）

問
一

▲千望台から見た留萌市

鵜
城
　
雪
子
　
議
員（

萌
政
会
）

問
一

答
一

問
二

▲終着駅となる留萌駅

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

問
一

答
一

▲市内の除排雪の様子

土
田
　
悦
也
　
議
員（

萌
政
会
）

答
二

問
二

答
二

問
一

答
一坂

本
　
守
正
　
議
員（

民
進
党
） ▲昭和30年代の黄金岬

問
一

答
一

▲老朽化対策が求められている新信砂
　浄水場

答
一
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編
集
後
記

　【認　　定】
・平成27年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定のついて ほか２件 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 認　　定
　【報　　告】
・平成27年度留萌市の健全化判断比率の報告について
・平成27年度留萌市の資金不足比率の報告について ほか４件 ‥‥‥‥‥‥‥‥　　  了
　【議　　案】
・平成28年度留萌市一般会計補正予算（第３号）
・留萌市かずの子条例制定について ほか３件 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書案】
・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
・返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書
・無年金者対策の推進を求める意見書 ほか３件 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　平成28年第３回定例会が16日間の会期で開催され、認定３件、報告６件、議案５件、意見書６
件などを審議しました。

こんなことが決まりました
平成28年 第３回定例会　９月６日～21日

第 2常任委員会からの報告第 1常任委員会からの報告
　８月22日、総務部から平成19年度より財政状
況悪化で休止していた留萌市表彰制度を再開する
との報告を受けました。
　また、財政健全化計画に沿い、職員数を抑制し
てきましたが、退職の増加や採用の辞退で人員計
画を下回る状況だったため、将来にわたり持続可
能な組織の実現を図るため、28年度４月現在一
般会計職員数177人を30年度に191人とする定員
適正化計画を策定し、職員採用試験を実施すると
の報告を受けました。
　同日、地域振興部から、和歌山県橋本市とふる

　８月４日、市立病院から「医療型ショートステ
イ（短期間の入院）」実施について報告がありま
した。
　地域の在宅介護・療養中の方の支援を目指し
て開始した医療型ショートステイは、介護保険の
ショートステイとは異なり、医療保険での入院と
なります。入院期間は、１泊２日から最長10日程
度の期間を選択できます。神経難病の方、胃ろう、
腸ろうなど経管栄養または静脈栄養の方（口から
食事のできない方）、自力歩行や排泄ができない
方など、治療に関わる処置が必要な方が対象です。

さと納税返礼品の相互
登録で、留萌市と橋本
市にふるさと納税をし
た方は、それぞれの街
の特産品を選べるよう
になったことの報告を
受けました。

　病院への送迎は、
行っていないことや入
院期間が市立病院の判
断となることなどの注
意点があります。
　詳しくは、市立病院
へお問い合わせくださ
い。

総務費
Ｑ災害時に避難所で配給・配布する
食料などの備蓄品は

Ａ市が保管している行政備蓄品は、食
料となるアルファ化米のほか、毛布、
資機材としてスコップなども用意し
ている。テントや水は、メーカーか
ら寄附をいただいている。
Ｑ平和祈念式典の若年層の参加や遺
族の高齢化への課題は

Ａ高齢化が進む中、若年層の参加も
式典の中に組み込み、メッセージ
の朗読以外にも参加できるよう、
研究していきたい。

Ｑ地方創生で、各市町村が趣向を凝
らしている中、留萌への移住・定
住などの問い合わせの件数は

Ａ平成28年度に市のホームページ
のリニューアルを行うので、検討
を進めていきたい。電話による問
い合わせが３件あった。
民生費
Ｑ町内会運営の課題について
Ａ町内会役員の成り手不足や組織会
員の減少により、組織の運営がで
きなくなってきたなどから、近隣
町内会との合併などの相談を数件
受けている。

Ｑ高齢者除雪サービスは前年と比べ
対象戸数が少なくなっている。減
少の要因は

Ａ冬期間だけ家族の家に転居または
施設への入所、民間の除雪業者へ
の依頼が要因だと考える。

Ｑ 街灯のLED化により暗くなったと
の市民の声が寄せられているが、明
るさなどのチェックをしているか
Ａ近年は器具が改善され、明かりが
拡散する器具もでてきた。現在は
極端に暗いなどといった苦情は届
いていない。
衛生費
Ｑ市では在宅医療を中断しており、
北海道総合在宅ケア事業団の仕事
に依存する部分が強い。市は看護
師不足などについて強く要請する

などしているか
Ａ事業団に対し、看護師などの派遣
の依頼をしている。事業団自体も
看護師不足との話だが、市として
も強く要請をしている。

Ｑ市営墓地の今後の区画整理と合同
墓の市のその後について

Ａ返還された区画などについては貸
し出しを行っている。合同墓の道
内の事例は、設置済み９市、設置
予定１市となっている。
農林水産費
Ｑ礼受牧場を観光エリアとして活用
することはできないか

Ａ農地法が適用されている用地の用
途変更は容易ではなく、観光施設
への変更は、法律上、不可能だと
考えられる。農業委員会や関係団
体と相談していく必要がある。

Ｑニシンの稚魚はどのように放流さ
れているのか

Ａ日本海北部ニシン栽培漁業推進委
員会が羽幌の栽培漁業において、
200万尾の稚魚を生産、日本海側
に放流している。市では三泊漁港
に７万尾の稚魚を放流している。

Ｑアライグマの農業被害が増えてい
るが、捕獲の状況は

Ａ 平成26年度０頭、27年度15頭、今
年度21頭を捕獲した。より多くの捕
獲を目指し事業を進めていきたい。

▲捕獲されたアライグマ

商工費
Ｑ平成27年度の新築およびリフォーム
で市外の業者が施工している割合は

Ａ住宅新築戸数は市内事業者７件、
市外事業者15件である。

Ｑ留萌港への大型客船の寄港で、留萌を
満喫できるツアーの企画が必要では

Ａツアーの内容が最初から組まれて
おり、思うようにいかない部分も
ある。留萌の魅力を満喫できるよ
うに交渉していきたい。

▲大型客船の寄港で留萌の魅力を満喫

土木費
Ｑ留萌港の利活用は大切な施策と考
える。市は貿易可能性というもの
をどのように捉えているか

Ａ留萌港の状況に即した背後圏域と
の連携を深め、物流貨物量が増加
するように考えていかなければな
らない。今後も情報収集を図り、
荷役の増加に努めていきたい。

Ｑ応募が少なく空いている市営住宅
などへの対応は

Ａ公募枠以外の条件でも受け付けて
いる。

Ｑ三泊地区緑地整備事業はいつまで
続き、緑地の供用開始はいつから
なのか

Ａ平成23年度から始まり27年度で
完了した事業である。供用は芝が
安定していれば、海を望める緩衝
緑地として開放したい。
教育費
Ｑ神居岩スキー場のクロスカントリ
ーコース整備で、圧雪車を購入す
る予定はないか

Ａ新車での購入は難しいが、リース
などの方法を研究していきたい。

Ｑ低学年のスキー授業として休止中
の神居岩スキー場の利用は

Ａ低学年には、適したスキー場であ
ると関係者から聞いている。

Ｑ各協議団体に対しスポーツ振興助
成金制度を周知してほしい

Ａ競技団体等に周知できるよう考え
ていきたい。

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）９月15日から20日まで決算審査特別委員会を開きました。

▲８月からスタートした医療型
　ショートステイ

▲両市の相互登録により充実
　したふるさと納税返礼品

【訂正とお詫び】平成28年８月発行の留萌市議会だより「議会です こんにちは」第 121 号において誤りがあり
ましたので、下記のとおり訂正します。ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びします。
　● 15ページ「消防組合議会からの報告」下から４行目　　誤「視察しました。」→ 正「視察する予定です。」
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